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巻
頭
の
辞 

観桜のための一般開放 
 
 ３月３１日、４月１日の２日間、観桜のための一
般開放を行った。 
 

 
 
 
 
 
 当日は天候にも恵まれ、満開の桜並木を県内外約２，
０００名の方が楽しまれた。来駐した方は、記念写
真を撮影したり、木陰でご飯を食べたりと、２日間 

 
 
  

 

３ ０ 年 度 防 衛 ・ 駐 屯 地 モ ニ タ ー 

防衛モニター 
（神埼市） 
山口 様 

防衛モニター 
（神埼市） 
吉川 様 

 駐屯地モニター 
 （神埼市） 
 貞島 様 

駐屯地モニター 
（神埼市） 
志岐 様 

駐屯地モニター 
（吉野ヶ里町） 
 一ノ瀬 様 

駐屯地モニター 
（吉野ヶ里町） 
久保山 様 

駐屯地モニター 
（上峰町） 
 田中 様 

新
着 
任
部
隊
長
等 

隊員表彰 防衛講話 

 

陸
上
自
衛
隊
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
厳
し

い
安
全
保
障
環
境
に
的
確
に
対
応
し
、
防
衛
計

画
の
大
綱
に
示
す
「
統
合
機
動
防
衛
力
」
を
実

現
す
る
「
即
応
機
動
す
る
陸
上
防
衛
力
」
の
構

築
に
向
け
、
陸
上
自
衛
隊
総
隊
以
来
の
大
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
も
、
九
州
地
区
に

お
け
る
兵
站
及
び
航
空
戦
力
の
中
枢
と
し
て
、

新
た
な
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
在
駐
各
部

隊
も
改
編
に
基
づ
き
新
編
部
隊
の
編
成
完
結
式

を
挙
行
す
る
な
ど
、
全
隊
員
一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

部
隊
の
新
編
、
新
庁
舎
の
建
築
等
、
「
新
」

の
言
葉
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
目
達
原
駐
屯
地
の
よ
き
伝
統
を
継
承
し
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
と
し
て
、
今
後

よ
り
一
層
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

九
州
補
給
処
副
処
長 

 
 

１
等
陸
佐 

福
田 

洋
司 

 

出
身
：大
阪
府 

 

職
種
：武
器
科 

 

座
右
の
銘
：「笑
顔
無
敵
」 

 

出
身
：山
形
県 

 

職
種
：航
空
科 

 

座
右
の
銘
：「永
遠
に
生
き
る
よ
う        

に
学
べ 

明
日
死
ぬ
か
の
よ
う
に
生
き

ろ
」 

 

出
身
：岐
阜
県 

 

職
種
：通
信
科 

 

座
右
の
銘
：「積
極
進
取
」 

第
４
飛
行
隊
長 

 
 

２
等
陸
佐 

佐
藤 

孝
文 

九
州
補
給
処
補
給
部
長 

 
 

２
等
陸
佐 

山
口 

賢
二 

隊
内
生
活
体
験
（
前
段
） 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊 

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
長 

 
 
 
 

 
 

松
本
２
佐 

 

４
月
６
日
（
金
）
平

成
３
０
年
度
防
衛
・

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の

委
嘱
式
を
実
施
し
た
。 

 
 

駐
屯
地
の
各
種
行
事

に
参
加
し
て
頂
き
、

意
見
を
駐
屯
地
業
務

等
へ
反
映
し
、
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
る
駐

屯
地
と
し
て
邁
進
し

て
い
く
。 

 

九
州
補
給
処
整
備
部
は

５
企
業
２
７
名
の
新
入
社

員
に
対
し
、
生
活
体
験 

（
後
段
）
を
担
任
し
た
。 

 
 

 

日
課
時
限
表
に
基
づ
く
規

則
正
し
い
集
団
生
活
を
実

施
さ
せ
る
と
と
も
に
基
本

教
練
・
行
進
訓
練
な
ど
を

体
験
さ
せ
、
社
会
人
と
し

て
節
度
あ
る
動
作
、
忍
耐

力
及
び
、
規
律
と
団
結
力

の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
た
。 

 

参
加
し
た
新
入
社
員
は

「
団
体
行
動
に
お
け
る
規

律
の
必
要
性
及
び
自
身
の

時
間
管
理
の
難
し
さ
を
学

べ
た
。
今
後
は
、
時
間
と

入
社
同
期
の
仲
間
を
大
切

に
し
た
い
。
」
と
述
べ
て

い
た
。
参
加
し
た
新
入
社

員
の
今
後
の
活
躍
を
期
待

す
る
。 

 
 

敬礼動作を教える 女性隊員 課業後の訓練準備 

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
副
隊
長 

 
 

１
等
陸
佐 

池
ノ
本 

八
郎 

 

出
身
：和
歌
山
県 

 

職
種
：武
器
科 

 

座
右
の
銘
：「刀
は
切
れ
て
こ
そ
」 

 

『
心
の
時
間
旅
行
』 

  

近
頃
テ
レ
ビ
で
、
「
新
元

号
」
に
関
す
る
解
説
を
よ
く

目
に
し
ま
す
。
平
成
の
次
は

何
？
関
心
が
あ
る
方
も
多
数

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
話
は

逆
行
し
ま
す
が
平
成
の
前
は

昭
和
で
あ
り
私
が
少
年
時
代

に
目
に
し
た
生
活
様
式
や
流

行
歌
グ
ッ
ズ
等
は
「
昭
和
レ

ト
ロ
」
と
称
さ
れ
時
代
の
流

れ
を
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

「
古
き
も
の
に
は
味
が
あ

る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が

昔
触
れ
た
文
化
や
物
は
人
の

思
い
出
に
密
接
に
関
わ
り

「
あ
の
頃
の
自
分
」
に
戻
れ

る
格
好
の
ア
イ
テ
ム
と
言
え

ま
す
し
、
過
去
を
振
り
返
り

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
」
を
描

く
よ
い
き
っ
か
け
の
一
つ
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
元
号

変
更
を
前
に
皆
さ
ん
も
一
度

古
き
モ
ノ
に
触
れ
過
去
と
未

来
を
行
き
来
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
有
意
義

な
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
と
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
私
は
「
平
成
レ
ト
ロ
見
聞

き
す
る
ま
で
健
康
第
一
」…

 
 

 
 

 

最
近
、
格
安
ゲ
ッ
ト
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｌ
ラ
ジ
オ
を
弄
い
じ
り

な
が
ら
想
像
す
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

 

九
州
補
給
処
整
備
部
は
、
５
企
業
２
７
名
の
新
入

社
員
に
対
し
、
生
活
体
験
（後
段
）を
担
任
し
た
。 

 
 

 
 

日
課
時
限
表
に
基
づ
く
規
則
正
し
い
集
団
生
活
を

実
施
さ
せ
る
と
と
も
に
基
本
教
練
・行
進
訓
練
な
ど

を
体
験
さ
せ
、
社
会
人
と
し
て
節
度
あ
る
動
作
、
忍

耐
力
及
び
、
規
律
と
団
結
力
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ

た
。 

 

参
加
し
た
新
入
社
員
は
「
団
体
行
動
に
お
け
る
規

律
の
必
要
性
及
び
自
身
の
時
間
管
理
の
難
し
さ
を

学
べ
た
。
今
後
は
、
時
間
と
入
社
同
期
の
仲
間
を
大

切
に
し
た
い
。
」と
述
べ
て
い
た
。 

参
加
し
た
新
入
社
員
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
。 

  隊
内
生
活
体
験
（
後
段
） 

九
州
補
給
処
整
備
部 

 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
は
、
３
企
業

３
５
名
の
新
入
社
員
に

対
し
て
隊
内
生
活
体
験

（
前
段
）
を
担
任
し
た
。

高
校
や
大
学
を
卒
業
し

て
間
も
な
い
新
入
社
員

に
自
衛
隊
の
任
務
の
説

明
や
訓
練
等
の
体
験
を

さ
せ
た
。 

 
 

当
初
は
営
内
で
の
生
活
や

移
動
時
の
分
隊
教
練
に
慣

れ
ず
に
い
た
が
、
丸
１
日

経
過
し
た
頃
に
は
自
衛
官

ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
た
。
最
後

の
体
験
課
目
（
徒
歩
行

進
）
終
了
時
に
代
表
者
は

「
自
衛
隊
で
学
ん
だ
こ
と

を
大
事
に
し
こ
れ
か
ら
の

社
会
人
生
活
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。 

拳銃射撃 
新編部隊による編制完結式（西後支） 

ベットメイキング 

駐屯地の隊員に出迎えらえて 

にわたって活況を呈した。 

 
 
 
  

 

かささぎのつぶやき 



第７２号 めたばる 〔2〕平成３０年７月号 

定
年
退
官
者
及
び
退
官
予
定
者 

 

目
達
原
駐
屯
地
曹
友
会
は
、 

 

 

平
成
３
０
年
５
月
２
０
日

（
日
）
、
鳥
栖
市
ベ
ス
ト
ア
メ

ニ
テ
ィ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
た
、
Ｊ
１
リ
ー
グ
・
サ
ガ
ン

鳥
栖
対
Ｆ
Ｃ
東
京
の
試
合
を
応

援
し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
曹
友
会
長
以
下
１
５
名
で

実
施
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、
隊
員
家
族
も
参
加
し

て
頂
き
、
試
合
終
了
後
に
ス
タ 

    

第
四
飛
行
隊
は
、
平
成

三
十
年
五
月
十
四
日
か
ら

十
七
日
の
間
、
目
達
原
駐

屯
地
及
び
十
文
字
原
演
習

場
に
お
い
て
、
教
育
訓
練
の

質
的
向
上
を
狙
い
と
し
て
、

第
一
次
飛
行
隊
訓
練
を
実

施
し
た
。 

 

状
況
下
に
お
け
る
展
開

地
進
入
及
び
機
能
別
に
よ

る
夜
間
車
両
誘
導
、
夜
間

飛
行
、
警
戒
自
衛
戦
闘
等

に
つ
い
て
演
練
し
、
部
隊
の

基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の

基
礎
動
作
に
い
て
練
度
向

上
を
図
っ
た
。
飛
行
隊
は
、

今
年
三
月
に
上
番
し
た
新

隊
長
を
核
心
と
し
て
更
な

る
躍
進
を
目
指
す
。 

曹
友
会 

ジ
ア
ム
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た

テ
ン
ト
、
案
内
看
板
、
サ
ポ
ー

タ
ー
席
の
防
護
柵
な
ど
の
撤
収

支
援
等
を
実
施
し
、
隊
員
及
び

隊
員
家
族
一
丸
と
な
っ
て
汗
を

流
し
た
。 

 

曹
友
会
は
、
①
ス
ポ
ー
ツ
の

活
性
化
、
②
市
民
と
の
ふ
れ
あ

い
、
③
地
域
貢
献
を
目
的
に
地

元
チ
ー
ム
で
あ
る
サ
ガ
ン
鳥
栖

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
時
に
応
援
を
兼

ね
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
年

間
１
６
回
実
施
し
、
「
地
域
と

と
も
に
」
を
合
言
葉
に
今
後
も

活
動
し
て
い
く
。 

試合終了後の清掃活動 

グラウンドで集合写真 

 

第
４
飛
行
隊
は
、
平

成
３
０
年
５
月
１
４
日
か

ら
１
７
日
の
間
、
目
達
原

駐
屯
地
及
び
十
文
字
原
演

習
場
に
お
い
て
、
教
育
訓

練
の
質
的
向
上
を
狙
い
と

し
て
、
第
一
次
飛
行
隊
訓

練
を
実
施
し
た
。 

 

状
況
下
に
お
け
る
展
開

地
進
入
及
び
機
能
別
に
よ

る
夜
間
車
両
誘
導
、
夜
間

飛
行
、
警
戒
自
衛
戦
闘
等

に
つ
い
て
演
練
し
、
部
隊 

の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員

の
基
礎
動
作
に
い
て
練
度

向
上
を
図
っ
た
。
飛
行
隊

は
、
今
年
３
月
に
上
番
し

た
新
隊
長
を
核
心
と
し
て

更
な
る
躍
進
を
目
指
す
。 

第
１
次
飛
行
隊
訓
練 

第
４
飛
行
隊 

警戒自衛戦闘（ゲリコマ捕獲） 

警戒自衛戦闘（警戒隊） スリング訓練 

４月１１日 宮崎県美郷町で発生した山林火災へ対応 （ 西部方面ヘリコプター隊 ） 

  第３飛行隊のヘリ３機が、約６ｔの水を空中から１０２回散布し鎮火させるとともに、
その活動状況を第２飛行隊のヘリ２機で空撮し総監部等へ生中継、第１飛行隊の
ヘリは錯綜する空域を空中から無線で統制 

空中消火 ＣＨ－４７ＪＡ 
（第３飛行隊）  

映像伝送 ＵＨ－１Ｊ 
（第２飛行隊）  

空域統制 ＵＨ－６０ＪＡ 
（第１飛行隊）  

目達原指揮所（西ヘリ隊本部）  

宮
崎
県
山
林
火
災
に
よ
る
災
害
派
遣 

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊 

 

本
部
、
通
信
、
管
制
及

び
気
象
各
班
の
勤
務
内
容

を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り

部
隊
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

歓
迎
会
食
に
お
い
て
は
、

隊
員
に
よ
る
手
料
理
の
振

る
舞
い
や
、
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
隊
員
と
隊

員
家
族
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
た
。 

 

平
成
３
０
年
４
月
７

日
、
西
部
方
面
管
制
気

象
隊
第
１
派
遣
隊
に
お

い
て
、
家
族
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

多
数
の
隊
員
家
族
が
参

加
し
、
部
隊
の
紹
介
・

見
学
、
歓
迎
会
食
を
実

施
し
、
隊
員
の
任
務
等

に
つ
い
て
理
解
さ
せ
た
。 

 
 

家
族
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

管
制
気
象
隊 

キッズコーナー 

宮崎県山林火災、６１８ｔ（１０３回）の水を空中散布し鎮火  

  ４月１１日、宮崎県美郷町で発生した山林火災に対し、第３飛行隊のヘリ３機で
空中消火を実施するとともに、その活動状況を第２飛行隊のヘリ２機で空撮し総監
部等へ生中継、第１飛行隊のヘリは錯綜する空域を空中から無線で統制した。ヘ
リ隊本部は、目達原指揮所から無線で指揮・統制、調整等を行った。 

 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
は
、
平
成
３
０
年

５
月
２
７
日
か
ら
６
月
１

日
ま
で
の
間
、
鹿
児
島
県

大
隅
半
島
南
端
に
位
置
す

る
佐
多
射
場
に
お
い
て
、

状
況
下
に
お
け
る
、
地
上

部
隊
の
射
撃
要
求
に
即
応

し
た
Ａ
Ｈ
ー
１
Ｓ
に
よ
る

２
０
ミ
リ
機
関
砲
及
び
７

０
ミ
リ
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
射

撃
訓
練
を
実
施
し
た
。
入

梅
時
期
の
天
候
の
下
、
参

加
全
隊
員
が
一
致
団
結
し

戦
闘
射
撃
を
整
斉
と
実
施

し
た
。
部
隊
は
、
日
頃
の

訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
洋
上
に
設
置
さ
れ

た
目
標
に
対
し
、
正
確
に

着
弾
さ
せ
る
等
、
そ
の
戦

闘
力
の
高
さ
を
示
し
た
。 

佐
多
Ａ
Ｈ
射
撃 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊 

補
給
大
隊
・
弾
薬
大
隊
準
備
隊 

他
方
面
コ
ア
部
隊
現
地
研
修 

西
部
方
面
後
方
支
援
隊 

 

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

は
、
平
成
３
１
年
３
月
末

に
コ
ア
部
隊
と
し
て
目
達

原
駐
屯
地
に
新
編
さ
れ
る

補
給
大
隊
及
び
弾
薬
大
隊

そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
隊
を
平

成
３
０
年
３
月
２
９
日
（

木
）
に
編
成
完
結
し
、
新

編
に
向
け
た
業
務
を
日
々

推
進
し
て
い
る
。 

今
般
各
準
備
隊
要
員
１
７

名
は
、
５
月
９
日
（
水
）

～
５
月
１
６
日
（
水
）
ま

で
の
間
、
既
に
コ
ア
部
隊

と
し
て
新
編
さ
れ
業
務
を

実
施
し
て
い
る
東
部
方
面

後
方
支
援
隊
第
１
０
３
補

給
大
隊
（
霞
ヶ
浦
）
及
び

中
部
方
面
後
方
支
援
隊
第

３
０
３
弾
薬
中
隊
（
祝
園

）
の
現
地
研
修
を
実
施
し

た
。
補
給
大
隊
準
備
隊
は

各
施
設
の
研
修
及
び
業
務

担
当
者
ご
と
の
懇
談
に
よ

る
各
種
準
備
業
務
に
係
る

教
訓
事
項
等
の
情
報
収
集

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓

練
状
況
を
確
認
、
概
ね
全

般
に
亘
る
準
備
業
務
を
把

握
し
、
更
な
る
新
編
準
備

業
務
推
進
の
資
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
弾

薬
大
隊
準
備
隊
は
、
即
応

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を 
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及
び
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部
方
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隊
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３
弾
薬
中
隊
（
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）
の
現
地
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を
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し
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補
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は
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各
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業

務
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に
よ
る
各
種
準
備
業
務

に
係
る
教
訓
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項
等
の

情
報
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を
実
施
す
る

と
と
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に
、
即
応
予
備

自
衛
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招
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訓
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、
概
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亘
る
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備
業
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把
握

し
、
更
な
る
新
編
準
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業
務
推
進
の
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を
得
る

こ
と
が
で
き
た
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ま
た
、
弾
薬
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隊
準
備

隊
は
、
即
応
予
備
自
衛

官
招
集
訓
練
を
研
修
し
、

予
備
自
衛
官
等
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
し
た

招
集
訓
練
の
実
施
状
況

及
び
即
応
予
備
自
衛
官

と
常
備
自
衛
官
の
一
体

感
醸
成
の
た
め
の
各
種

施
策
等
を
確
認
し
、
新

編
後
に
実
施
予
定
で
あ

る
各
種
訓
練
等
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。 

終
わ
り
に
、
研
修
に
参

加
し
た
池
田
２
曹
は
、

「
休
日
を
返
上
し
て
訓

練
に
参
加
し
て
い
る
即

応
予
備
自
衛
官
は
各
訓

練
等
に
対
す
る
修
学
意

欲
が
非
常
に
高
か
っ

た
。
」
と
所
見
を
述
べ

た
。 
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施設研修（霞ヶ浦） 弾薬補給訓練の研修 （祝園） 
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射撃位置へ前進するＡＨ－１Ｓ ＴＡＫＥ ＯＦＦ！！ 

▽
７
月 

１
３
日 

後
支 

山
岡
２
佐 

１
４
日 

九
処 

西 

曹
長 

１
７
日 

九
処 

安
岡
准
尉 

２
４
日 

後
支 

堤 

曹
長 

２
８
日 

九
処 

石
橋
３
佐 

３
０
日 

九
処 

諸
泉
２
佐 

３
０
日 

後
支 

本
庄
曹
長 

３
１
日 

九
処 

愛
野
３
尉 

▽
８
月 

 

１ 

日 

西
Ｈ  

田
代
２
佐 

１
３
日 

九
処 

松 

２
佐 

１
３
日 

九
処 

浜
田
３
佐 

▽
９
月 

２ 

日 

西
Ｈ  

栗
原
曹
長 

６ 

日 

九
処 

矢
野
曹
長 

１
２
日 

九
処 

石
神
２
佐 

１
５
日 

基
通 

江
湖
准
尉 

２
６
日 

九
処 

北
村
２
尉 

２
７
日 

西
Ｈ  

古
賀
１
佐 

 
 

▽
１
０
月 

５ 

日 

３
Ｈ 

矢
野
３
佐 

１
２
日 

九
処 

俵
坂
１
佐 

１
２
日 

九
処 

中
島
曹
長 

１
４
日 

３
Ｈ  

豊
永
１
曹 

１
５
日 

九
処 

大
松
准
尉 

２
５
日 

西
Ｈ 

濱
本
准
尉 

▽
１
１
月 

 

１ 

日 

後
支 

緒
方
１
尉 

４ 

日 

九
処 

石
橋
３
佐 

９ 

日 

３
Ｈ  

鎌
田
２
佐 

１
４
日  

九
処 

光
岡
２
尉 

 

▽
１
２
月 

２ 

日 

九
処 

原
﨑
３
佐 

８ 

日 

４
飛 

安
田
１
尉 

２
３
日 

九
処 

志
水
准
尉 

３
１
日 

４
飛 

松
田
准
尉 

 ※

階
級
は
、
特
別
昇
任
後
の 

 

階
級
と
し
て
い
ま
す
。 


